
2020_E002400_ゼミナールⅡＡ【泉ゼミ】.xlsx
2020年度 授業シラバスの詳細内容

○基本情報 ○成績評価の指標 ○成績評価基準（合計100点）

科目名（英） ゼミナールⅡＡ （SeminarⅡA ） 到達目標の観点 到達目標
テスト

（期末試験・中
間確認等）

提出物
（レポート・作

品等）

無形成果
（発表・その

他）

製造業やＩＴ関連産業に関心を持ち、実社会で生かそうとする
意欲を持つこと。 20点

単位数 2 配当学年 / 開講期 2 年 / 前期

ナンバリングコード E21201
大分類 / 難易度
科目分野

経営経済学科 専門科目 / 標準レベル
ゼミナール

【関心・意欲・態度】

授業コード E002418 クラス名 泉ゼミ

担当教員名 泉　丙完

【技能・表現・
　コミュニケーション】

製造業マネジメントのためのコミュニケーション能力を有す
る。 30点

必修・選択区分 必修
【知識・理解】 将来、製造業やＩＴ産業に従事するための基礎知識 20点

履修上の注意、
履修条件

教わるだけでなく、自ら調査し問題を発見、解決案を提案できること。
講義には必ず出席すること。
活発に討議や発表に参加すること。

○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）
各自が決めた企業に関する調査レポート。期末のおけるプレゼン内容。
また、出席状況・受講態度も考慮する。ゼミにおける発表と討論への参加状況。
プレゼンについては授業中において評価、好評等を行い、レポートについては評価の上、本人に後日フィードバックする。教科書 配布資料

参考文献及び指定図
書

藤木健三「技術経営入門」（日経ＢＰ社）
泉田良輔「日本の電気産業」（日本経済新聞出版社）

関連科目 経営学入門、プロジェクトマネジメント論、ｅビジネスマーケティング論

【思考・判断・創造】
講義、演習を通して製造業における問題解決をイメージでき
る。 30点

実務経験のある教員に
よる授業科目

泉丙完
本授業のITビジネスに関連し、三菱電機（株）でIT関連の技術開発に従事する。
また、製造業に関連し（株）泉精器製作所で開発製造に従事する。

○授業の目的・概要等 ○その他

授業の目的

　本ゼミでは、ITビジネスや製造業に携わることを希望する人を対象に、開発管理、生産管理や品
質管理等の経営工学の知識を学び、実践的な技術マネジメントのスキルを身に着ける。その上で、
具体的な技術マネジメントにおける問題解決の事例研究を行い、研究論文としてまとめることを最
終目的とする。ゼミナールⅡAでは、自分の関心のある業種や企業を調査しながた、経営工学の基
礎知識を身に着け、経営工学的手法により問題解決手法を学ぶことを目的とする。

本ゼミではITパスポート等の資格取得を奨励する。

授業の概要

　本ゼミでは、製品開発、生産管理や品質管理等の基礎的な技術マネジメントについて学んだ後、
各自が関心のある特定の企業や業界における、具体的な製品開発、生産管理や品質管理に関す
る問題点を見つけ、経営工学的手法に基づいて実践的な問題解決を行う能力を身につける。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式 「該当しない」

（３）アクティブ・ラーニング グループワーク 他

地域志向科目 カテゴリー Ⅱ：地域での体験交流活動を教育内容に含む科目
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科 目 名 ： ゼミナールⅡＡ （SeminarⅡA ） 科 目 名 ： ゼミナールⅡＡ （SeminarⅡA ）
担当教員： 担当教員：

１. ９.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

２. 10.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

３. 11.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

４. 12.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

５. 13.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

６. 14.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

７. 15.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

８. 16.

（約2.0h）
（約2.0h）

2020年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
授業コード：E002418

○授業計画
授業コード：E002418

泉　丙完 泉　丙完

学修内容 学修内容

今後の進め方についてのオリエンテーションを実施する。経営工学的な問題解決手法とは何かを講義に、今後、各自の研究
分野の対象となる業種や企業について調査方法について説明する。

特定企業における具体的な研究開発の組織戦略を調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論に
より探っていく。

予習： 「技術経営入門」第１章（pp.11～pp.23）調査 予習： 「技術経営入門」第5章（pp.150～pp.174）調査
復習： 「技術経営入門」第１章（pp.11～pp.23）に関する事例まとめ 復習： 「技術経営入門」第5章（pp.150～pp.174）に関する事例まとめ

特定企業に経済・社会の変化と技術革新について関する調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議
論により探っていく。

特定企業における研究開発の組織戦略についてを調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論によ
り探っていく。

予習： 「技術経営入門」第1章（pp.24～pp.36）調査 予習： 「技術経営入門」第5章（pp176～pp.192）調査
復習： 「技術経営入門」第1章（pp.24～pp.36）に関する事例まとめ 復習： 「技術経営入門」第5章（pp.176～pp.192）に関する事例まとめ

特定企業における技術展開と技術予測についてに関する調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議
論により探っていく。

特定企業における具体的な研究開発管理について調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論によ
り探っていく。

予習： 「技術経営入門」第2章（pp.39～pp.56）調査 予習： 「技術経営入門」第6章(pp.196～pp.206）調査
復習： 「技術経営入門」第2章（pp.39～pp.56）に関する事例まとめ 復習： 「技術経営入門」第6章（pp.196～pp.206）に関する事例まとめ

特定企業における技術展開と技術予測についてを調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論によ
り探っていく。

各自、特定企業における具体的な研究開発管理について調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議
論により探っていく。

予習： 「技術経営入門」第2章（pp.58～pp.80）調査 予習： 「技術経営入門」第6章（pp.208～pp.218）調査
復習： 「技術経営入門」第2章（pp.58～pp.80）に関する事例まとめ 復習： 「技術経営入門」第6章（pp.208～pp.2183）に関する事例まとめ

特定企業における経営戦略と技術戦略について調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論により
探っていく。

特定企業における具体的な製造現場の管理について調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論
により探っていく。

予習： 「技術経営入門」第3章（pp.84～pp.98）調査 予習： 「技術経営入門」第7章（pp.222～pp232）調査
復習： 「技術経営入門」第3章（pp.84～pp.98）に関する事例まとめ 復習： 「技術経営入門」第7章（pp.2221～pp.232）に関する事例まとめ

特定企業における経営戦略と技術戦略について調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論により
探っていく。

特定企業における具体的な製造現場の管理について調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論
により探っていく。

予習： 「技術経営入門」第3章（pp.100～pp.118）調査 予習： 「技術経営入門」第7章（pp.234～pp.246）調査
復習： 「技術経営入門」第3章（pp.100～pp.118）に関する事例まとめ 復習： 「技術経営入門」第7章（pp.234～pp.246）に関する事例まとめ

各自、特定企業における技術獲得戦略についてを調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論によ
り探っていく。

ゼミナールⅡＡのまとめとして、ゼミ内でのミニ発表会を行い研究成果の中間発表を行う。また、今後のゼミナールⅡＢにお
いて研究を続けるための課題を確認する。

予習： 「技術経営入門」第4章（pp.122～pp.136）調査 予習： 研究中間発表の資料準備
復習： 「技術経営入門」第4章（pp.122～pp.136）に関する事例まとめ 復習： 研究中間発表資料のレビューと訂正

復習： 「技術経営入門」第4章（pp.138～pp.156）に関する事例まとめ 復習：

各自、特定企業における技術獲得戦略についてを調査し、その中から経営工学的手法により解決すべき問題点を議論によ
り探っていく。

予習： 「技術経営入門」第4章（pp.138～pp.156）調査 予習：


